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 下郷町では、『下郷町教育大綱』に基づき、新しい時代を創る人材の育成の実現をめざし、地域とともにある学

校づくりを推進しています。いよいよ本年度より、町内全ての小･中学校でコミュニティ･スクール(学校運営協議

会)が設置され、動き出しています。コミュニティ･スクールは、学校・家庭・地域の三者が、学校運営の基本方

針や「育む子供像」を共有し、連携・協働して取り組むための仕組みです。 

 コミュニティ･スクール始動にあたり６月１７日（金）下郷ふれあいセンターにおいて研修会が開かれました。 

 

 平成２５年から、文部科学省総

合教育政策局コミュニティ・スクー

ル推進員(ＣＳマイスター)として、

県の内外を問わず、研修会や講演

会の講師を務められ、コミュニテ

ィ・スクールの普及に尽力されて

います。現在は「ふくしま学校と地

域の未来研究所」代表としても

御活躍されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
【コミュニティ･スクールのメリットや学校運営協議会委員の役割について熱のこもった御講話をいただきました。】 

 
講師：安齋 宏之 氏 

 

“コミュニティ･スクールでつくる 子どもと地域の未来” 
《研修内容》 

１ なぜ、今、コミュニティ･スクール、地域学校協働活動が 

必要なのか 

２ コミュニティ･スクールとは 

３ ＣＳと地域学校協働活動の一体的推進とは 

４ コミュニティ･スクールを生かした学校経営とは 

５ 学校運営協議会委員の役割とは 

 本宮市立本宮まゆみ小学校校長時の経験を踏まえたお話

は、具体的・実践的で、今後運営にあたる委員の方々にとっ

てたいへん参考になるものでした。この研修で実践の見通し

が持てたのではないでしょうか。…とは言うものの始まった

ばかりです。試行錯誤を繰り返し、子どもと地域の未来を切

り拓いてほしいと思います。今後の下郷町に注目です！ 


